
鹿児島市および桜島の大気汚染(降灰)調査(第３報）

昭和55年度調査報告

竹下寿雄・前田滋・今吉盛男・早水裕之＊

（受理昭和56年５月２９日）
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（Partlll）InvestigationfromAprill，１９８０throughMarch31，１９８１

ＴｏｓｈｉｏＴＡＫＥｓＨＩＴＡ，ShigeruMAEDA，ＭｏｒｉｏｌＭＡＹｏｓＨＩ，

ａｎｄＨｉｒｏｙｕｋｉＨＡＹＡＭＩｚｕ

ＴｈｅａｍｏｕｎｔｓｏｆｔｈｅｆａｌｌｉｎｇａｓｈｅｓａｎｄrainwhichwerecollectedbytheBritishStandard

DepositGuage，andthoseofthesulfuroxideswhichwereadsorbedonPbO2-candlewere

determinedeverymonth・ThedeterminationwasmadefortwentylocationsofKagoshima
cityandSakurajimacounty・

ThefiltrateofthefallingashesandrainwasanalyzedeverymonthforSO42-，Ｃｌ－，ｐＨ，

andtotalsolublematter・Onsomeresidualsamples，agradinganalysisandthedetermination
ofacetone-extractivematterweremade・Ｃｏｎｔｅｎｔｏｆｈｅａｖｙｍｅｔａｌｉｏｎｓｉｎｂｏｔｈｔheresidual

andthefiltratesamplesofsomelocationsweredetermined・

Theresultsobtainedrevealedthatｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｔhefallingashesinthisperiodwas

nｅａｒｌｙｅｑｕａｌｔｏｔｈｅａｍｏｕｎｔｉｎｔｈｅｌａｓｔperiod・Maximalvalueofthesulfuroxidesadsorption

was２．８９ｍｇ/100ｃｍ2．daywhichwasdetectedatSakurajima-soinJanuary．

1．緒 論

桜島の火山・噴煙活動は昭和30年以来続いており，

近隣市町村に大きな被害を与えている．著者らは鹿児

島市での調査1)2)に引き続き，昭和53年度より，鹿児島

市および鹿児島県の委託により，降灰量・降灰成分・

大気中の硫黄酸化物の調査を行い，昭和53年８月に桜

島中学校で18,800ton/km2・monthという莫大量の

降灰に見舞われたことや3)4)，昭和54年度降灰量は，

昭和53年度に比べて減少したものの，可溶性成分含有

率が著しく増加しており，質的に汚ない降灰が多かっ

たことを報告した5)6)．また昭和53.54年度の調査に

より，桜島噴煙活動に周期性があるらしいことが判っ

た5》6)のは興味あることであり，今回は引き続いて行

った昭和55年度の降灰調査について報告する．

＊元鹿児島大学学生

2．実験方法

２．１実験方法の概要

図１に示す桜島（鹿児僅図１に示す桜島（鹿児島市桜島地区と鹿児島郡桜島

町）に６カ所,桜島を除く鹿児島市(以後鹿児島市と称

す）に14カ所，合計20カ所の測定地点を設定し，英国

規格のデポジヤトゲージ7)8)に準ずる降下ぱいじん

(降灰）捕集器（ロートの直径約30ｃｍ，容器の容量２０

‘，鹿児島市はガラス製，桜島はポリエチレン製）を

設置して，毎月末に降灰・降水混合試料を採取した．

試料をろ過し，ろ液について降水量（‘｡ｍ、）・ｐＨ・

SO42-濃度，Ｃｌ－濃度を定量し，ろ液の蒸発残i査分か

ら降灰の可溶性成分を求めた．ろ過残置を不溶性成分

とし，両成分の和を降灰量とした．鹿児島市程度の都

市の月間降下ぱいじん量は全国の都市の例では10～２０

ton/km2･monthであるが，昭和53年度の２０測定地点

の測定結果ではそのように少ない地点・月は非常に少
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なく，多くは数百ないし数千ton/km2･monthをしめ

し3)4)，降下ぱいじんの大部分は明らかに桜島降灰か

ら成ることが判ったので降灰量の表現を用いることに

したものである．また適宜降灰中の不溶性成分のター

ル分・重金属成分の分析・粒度分析を行った．一方

N０．１６桜島中学校とＮｏ．１７国民宿舎桜島荘を除く同

じ測定地点に設置した二酸化鉛キャンドル7)8)により

捕集された硫黄酸化物も毎月末に測定した．今回は昭

和55年４月より昭和56年３月までの１年間の結果につ

いて報告する．

２．２降灰量測定方法

降灰量（不溶性成分・可溶性成分）の測定方法は前

報3)4)と同じである．

２．３共存降水中の硫酸イオン・塩素イオン定量法

前報3)4)に記した方法によった．

２．４不溶性成分中のタール分分析・粒度分析

桜島６測定地点について，降灰量の多かった昭和５５

年５月と８月を選び,各月の不溶成分70ｇからソック
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スレー抽出器によりアセトン抽出分（10時間抽出）含

有率を測定してタール分含有率とし，また降灰量にこ

の含有率を乗じて降下タール分（ton/km2･month）を

求めた．そのアセトン抽出残澄について飾による粒度

分析を行った．

２．５不溶性重金属成分分析法

定期採取の降水と共存し，ろ過して得られた不溶性

成分であるＮｏ．１５高免小学校（９月）・No.１６桜島

中学校（９月）・No.１７国民宿舎桜島荘（９月）・Ｎｏ．

１８桜島病院（９月）・No.１９桜島荘（９月）・No.２０

黒神中学校（８月，９月）について行い，分析方法は

前報3)4)に示した方法によった．

２．６可溶性重金属成分分析法

２．５の試料を得る際のろ液(降水)中におけるＭｎ

．Ｆｅ・Ｃｕ・Ｚｎ・Ｐｂ・Ｃｄイオン濃度を求め，降水量

を乗じて可溶性重金属の降下量とし，降灰量に対する

含有率を求めた．分析方法は前報4)5)に示した方法に

よった．

２．７大気中硫黄酸化物定量法

前報3)4)と同じ方法によった．

３．実験結果と考察

３．１月末測定結果

各測定地点における毎月末測定結果を表１～表20に，

鹿児島市と桜島の平均データをそれぞれ表２１．表22に

示す．１年間の測定値の中には己むを得ぬ事‘盾で欠測

値になったものがあったが，それらは表ごとに示し，

そのデータを除いて平均値を求めた.､表23には鹿児島

地方気象台調べの測定期間中における桜島の噴煙活動
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表２伊敷中学校
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表３玉 高校竜
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⑫
１
２
３
｜
鞠

５
０
０
０
０
０
４
０
２
０
０
０

１

１
１



４●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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５
２
１
２
２
８
９
５
５
５
０
８

２
１
２
１

表６甲束中学杖

２
９
５
９
５
６
８
２
８
８
８
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
０
０
１
１
０
１
０
０
１

訪排イオン

０
４
１
１
８
１
１
８
９
６
６
４

１
７
２
９
３
２
４
２

２
１

可溶性
成分
ｔｏ､/km2，
ｍｏｎｔｈ

降灰量

to､/km2･
ｍｏｎｔｈ

月

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
辺
１
２
３
｜
側

13.39

29.29

30.85

31.30

15.94

11.６２

１４．１０

１．２０

６．０５

２．１５

４．９４

１８．６２

５
６
８
５
２
９
５
７
８
１
２
１

９
２
４
５
３
６
０
１
８
３
７
７

１
４
４
４
２
１
２
２

２
０
１
６
５
９
４
２
４
８
４
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
６
４
４
５
４
４
５
５
４
５
４

９
３
４
２
１
３
２
０
４
４
６
４

７
０
３
５
９
５
１
３

１
３
４
６
５
３
５
５
７
９
５
４
９
７

４
２
５
１
３
６
６
６
８
２
２

９
１
３
１
４
６
３
１
６
２
２
７

１
２
１

８
５
８
３
４
９
５
１
０
６
８
０

８
１
５
５
９
６
１
１
４

１
３ ３
２

４
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●

６
１
１
２
２
９
１
０
６
５
９
０

１
１
１
２
１

２
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

２ ２
４
４
９
５
４
２
２
５
７
７
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
０
０
１
２
０
１
０
０
２

表７鹿大工学部

蒸発
残置

、g/２

発
液
４
１
６
９
４
５
３
３
５
１
６
６
４

ノ
４
３
３
１
３
６
０
８
８
８
２

９
２

蒸
残
、

性
分
総
巾

溶
八
ｍ
０
６
８
１
４
６
３
１
９
３
２
６

Ｔ
上

可
成
ｍ
ｍ
ｌ
ｌ
ｌ

硫酸イオン

171-F雨
月

Ing/2

０
０
０
０
０
０
０
４
０
０
０
０

５

137

＊デポジットロート破損のため硫黄酸化物以外は欠測値

*＊硫黄酸化物以外は１０ヵ月平均

２．

３

平均*＊

16.59

29.96

34.30

33.05

16.69

14.５０

１４．４０

０．４５

７．６０

２．６２

４．８８

１９．０３

８
０
２
４
９
８
６
６
９
８
０
３

認
偲
⑲
卿
躯
加
加
皿
３
７
７２

６
３
８
５
５
７
９
３
４
８
３
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
６
４
４
５
４
４
５
５
４
５
４

０
０
９
２
２
８
４
０
８
９
８
９

２
９
３
０
３
３
５
１
２

２
１
１

４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅲ
吃
１
２
３
｜
鞠

表８九州電力

３
６
２
２
９

２
３
９
４
４

●
●
●
●
●

５
５
４
５
４

２
７
５
６
５

６
１
２

０
０
０
０
０

可溶性
成分
tOn/km2・
ｍｏｎｔｈ

月

219

391

409

475

219

Ｆ
Ｄ
ウ
］
令
１
ワ
】
、
。

０
０
０
０
０

３
７
７
９
７

●
●
●
●
●

４
５
４
４
５

４
６
６
３
６

３
３
２
１

１
６
３
４
５

８
９
４
８

２

７●０
０
０
０
０

０
８
４
９
６

●
Ｂ
●
●
●

１
０
０
０
０

＊
＊

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿

14.80

26.38

27.55

32.02

14.79

７
６
４
９
８

２
１
３

３
１
３
３
２

７
８
３
８

２
７
５
０
１
４

１
１

４
６
７
６
７

●
●
●
●
●

０
１
０
０
１

１．０５

６．７５

１．６７

４．１０

１７．１２

185

６３

１１７

３４

４２

５
３
７
８
４

６
１
１
３

２
０
０
０
０

４５
５
４
８
２

１
９
２
５
４２
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表９紫雌中学校

硫酸イオン 塩素イオン 硫黄
酸化物

､g/100cm2．
ｄａｙ

０．２３

０．２５

０．１４

０．１９

０．１３

０．１６

０．１２

０．２２

０．１８

０．１２

０．１３

０．１６

０．１７

月

16.65

30.24

34.02

35.76

18.50

18.００

１５．１０

１．００

７．３０

２．０８

４．８０

１８．８０

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
⑫
１
２
３

ハ
Ｕ
戸
Ｏ
ｑ
１
〈
Ｏ
［
Ｉ
、
）
Ｒ
〕
４
４
Ｆ
Ｄ
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
ｎ
○

幻
４
句
○
Ｑ
〉
勺
１
戸
０
戸
ｂ
ｌ
ユ
ー
ュ
ハ
Ｕ
ｎ
○
戸
○
局
ｆ

ワ
】
４
４
Ａ
４
Ｆ
ｏ
ｎ
乙
ワ
』
ワ
ム
－
入
ワ
白

４
６
５
８
７
６
２
１
３
３
０
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①

４
５
４
４
５
４
５
５
５
４
５
４

３
１
４
２
４
５
９
４
４
４
２
６

５
１
２
４
４
１
３
１

２
５
４
９
３
６
２
５
８
４
０
９
２

１
２
２
１
２
７
２
５
９
３
２

１

４
１
３
２
４
５
６
２
６
３
３
５

１
１

１

７
２
７
４
８
０
４
６
０
６
５
１

５
２
３
４
５
３
３
１
２

２
０
０
０
０
０
０
０
６
０
０
０
０

３ ６●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
１
１
２
２
６
０
０
７
０
９
７

１
２
１
３

７
５
５
０
６
５
１
３
９
８
７
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

０
０
０
１
０
１
２
０
１
０
０
０

４
１
１
２
２
０
１
２
５
４
９
７

１
１
３
１
３

’１~耐Ｔ可一語~「五詞寺而司而司－１丁平均

表１０南中学校

表１１中山農協

硫酸イオン
月

138

４
５
６
７
８
９
ｍ
、
⑫
１
２
３
｜
物

15.82

27.95

29.64

31.30

13.10

12.２４

１１．４０

０．４０

６．８５

１．８６

４．５１

１８．３７

８
３
８
２
９
７
５
６
９
７
５
５

２
０
２
５
８
７
６
９
２
６
６

２
４
４
４
１
１
１
２

４
８
１
９
５
７
５
３
３
８
２
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
５
４
５
４
５
５
５
４
５
４

２
１
７
３
４
４
０
２
８
７
０
１

８
２
３
１
６
１
３
４
１
３

３
１

６
０
７
５
８
０
６
８
６
４
５
９

３
３
２
１
３
６
羽
７
ｕ
３
１

８
３
１
２
４
５
１
１
８
３
３
４

１
１

１

０
３
８
５
７
９
０
３
６
０
３
５

９
３
４
１
６
１
４
４
１
１
１
３

３
１

０
０
０
０
０
０
０
９
０
０
０
０

１

４

３
３

●

●

２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
４
４
９
４
７
８
２
６
８
７
６

●
●
●
●
●
ｐ
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
１
１
０
１
０
０
１

４
０
１
２
２
５
７
３
５
７
９
５

１
１
２

０
４
０
４
２
４
１
０
１
９
３

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
１
０
１
１
０
２
１
０
１

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
吃
１
２
３
｜
軸

月

２●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
８
１
９
７
３
４
４
５
９
４
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
５
４
５
５
５
５
５
４
５
４

２
５
７
２
０
２
５
８
２
６
３
８

２
８
２
２
１
１

２
６
３
２
４
１
１
４
１
６
８
４

１
１

１
２
４
８
５
８

16.62

30.40

27.40

36.27

14.90

18.４１

１４．６０

０．７０

８．５０

３．４１

６．０８

２０．１９

０
９
５
４
５
６
１
０
３
９
８
１

４
３
９
２
１
６
１
１
２
４
８
９

２
４
３
５
２
２
２
１
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２

９
８
６
１
７
６
７
７
５
２
２
７

１
７
１
１

３
７
１
１
３
５
８
１
７
４
１
１



竹下・前田・今吉。.早水：鹿児島市および桜島の大気汚染(降灰)調査(第３報）

６
１
２
８
８
０
７
３
２
０
２
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
６
５
４
５
５
５
５
５
５
５
４

表１２朝日生命谷山

17.23

28.47

28.24

31.53

13.50

16.２６

１１．１５

０．８５

７．５０

２．９１

４．８５

１９．６９

；酸イオン 塩柔イオン 黄
物
が
鋤
９
０
５
３
８
６
３
２
４
１
３
０
６

化
伽
ｄ
ｌ
２
１
１
１
１
１
２
１
１
１
２
１

硫
酸
皿
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ｍ

月

０
４
４
９
４
３
０
２
７
９
７
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
０
０
１
２
０
１
０
０
２

０
０
０
０
０
０
０
７
０
０
０
０

１ ２●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
１
１
２
２
６
３
５
７
５
９
９

１
１
１
３

５
０
０
３
５
２
７
４
３
３
１
５

１
２
３
１
３
７
０
６
０
６
３

１
１

４
８
１
２
３
７
２
１
６
３
５
９

１

１

旬
ｊ
【
Ｊ
Ｐ
Ｏ
４
４
戸
Ｏ
１
Ｌ
ｎ
ｏ
ｑ
》
勺
１
ｑ
》
ｎ
Ｄ
４
４

幻
４
４
４
ワ
ム
ワ
ｅ
ｎ
ｏ
ワ
今
１
４
ワ
ム

ー
上

６
０
２
８
８
０
４
４
１
８
４
１

●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●

４
６
５
４
５
５
５
５
５
５
５
４

３
９
４
２
３
５
１
８
４
７
３
５

４
３
１
２
２
１
１

１

17.05

27.83

28.04

32.88

13.60

15.５１

１１．２５

０．７０

６．４５

２．００

４．７５

２０．２８

４
９
２
１
５
２
１
０
２
９
８
１

４
９
０
７
９
２
６
１
９
２
６
９

２
３
４
４
１
２
１
２

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿
１
２
３
｜
側 １．００．０４７２１５

表１３南消防著

硫黄
酸化物

､g/100cm2．
ｄａｙ

０．２１

０．２１

０．１５

０．１４

０．１９

０．１８

０．１２

０．２４

０．１２

０．０９

０．１６

０．２５

０．１７

月
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９
１
８
５
５
５
１
２
８
２
０
４

４
１
０
５
９
３
６
１
０
４
７
８

２
４
４
４
１
２
１
１
２

０
８
５
２
５
８
９
８
１
０
６
７

３
５
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
１
１
２
２
６
３
４
５
８
８
６

１
１
１
２

０
４
４
９
４
３
０
２
７
０
６
５

●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●

１
０
０
０
０
１
２
０
１
１
０
１

４
５
６
７
８
９
ｍ
、
皿
１
２
３
｜
軸

３
０
７
０
３
３
７
７
３
７
５
０

２
５
１
１
１

９
８
１
４
４
０
０
７
５
２
８
９

２
１
２
１
２
８
９
６
８
１
２

７
８
８
２
３
４
２
１
８
３
１
７

１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４０ １７ １．０１２

1,9/、

２１９

表 １４鹿経大

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

塩素イオン

４
８
７
２
３
７
５
１
８
６
２
６

１

硫酸イオン

i7I-F凧
月

３
７
９
４
４
０
１
４
９
１
０
０

７
６
０
５
７
６
２
１
２
７
８
２

２
４
４
４
１
２
２
１
３

３
５
４
９
４
５
４
２
４
８
９
１

●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
１
２
０
２
１
０
１

７
８
１
８
５
８
２
２
３
８
１
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
５
４
５
４
５
５
５
４
５
４

１
１
１
２
２
６
１
６
７
９
０
４

１
１
１
２
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
６
７
８
６
７
１
２
８
３
５
２

１
１
１
１
２
７
９
５
９
２
２

躯
弘
拓
“
“
兜
誕
叫
拠
拠
副
巧

８
２
８
Ｌ
２
秘
５
０
８
４
５
２

１
３
２
３
１
１
１
２

４
２
０
２
８
８
１
５
０
９
４
２

１
３
１
１
１
２
１
１

０
４
３
０
５
２
５
３
２
３
２
５

１
２
１
１

１３

４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
胆
１
２
３
｜
鞘 ３８２３９
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表１５高免小学校

－可一面~ｒＴ－５詞一雨~~、而司一丁詞一Ｆ正す

硫酸イオン 硫黄
酸化物

､g/100cm2．
ｄａｙ

０．１５

０．３８

０．２６

０．４１

０．１５

０．１２

０．０２

０．０９

０．０９

０．０５

０．１７

０．０８

０．１６

月

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
⑫
１
２
３
｜
軸

19.78

33.64

26.29

35.39

14.22

15.９６

１３．９８

１．２２

６．４７

１．９８

７．１５

２１．９６

６
６
９
１
５
０
２
８
３
９
３
７

羽
姐
訂
団
加
一
羽
即
１
９
２
０
１
１
３

８
９
０
７
０
３
５
２
２
９
９
５

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●

３
３
４
３
４
４
４
５
４
４
３
３

０
７
２
８
３
２
８
５
１
８
９
４

１
９
２
２
０
２
６
８
９
３
０
７

５
６
９
７
０
９
４
１
１
３
４
３

３
１
１
１
１

如
朋
駆
巧
弱
拠
訂
師
髄
茄
釦
飢

２
１
１

１
７
４
７
２
８
７
２
７
３
６
９

１
４
０
１
１
１

１

２
３
６
５
５
０
５
７
８
１
５
３

２
４
２
３
１
４
８
８
９
４
１
８

５
７
０
７
０
９
４
１
１
３
４
３

３
２
１
１
１

０
７
０
０
０
４
０
０
０
０
０
０

３
４
２

１ ０
４
２

●
●

●

０
８
１
０
０
５
０
０
０
０
０
０

１
５

７
１
６
９
８
０
０
０
７
１
１
９

１
２
２
１
２
２
２
１
３
２
１

９
２
５
４
８
３
９
４
７
８
３
４

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
０
９
４
３
４
３
０
１
０
２
５

１

２３８１０６２８７２０１０８３ 6.2 4.3

表１６桜島中学校

820噸*’４４１９１８３０*．

不溶性
成分

to､/km2・
month

蒸発
残渡

、g/２

可溶性
成分

to､/km2・
ｍｏｎｔｈ

降水量 硫黄
酸化物

､g/'00cm2．
ｄａｙ

硫酸イオン 塩素イオン降灰量

to､/km2・
ｍｏｎｔｈ

月 ＰＨ
ton/km2・
ｍｏｎｔｈ

ton/km2・
ｍｏｎｔｈ

2 Ing/、

１
４
４
９
６
８
８
３
５
８
５
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

２
０
０
０
０
１
６
０
１
０
０
２

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
一
辺
１
２
３
－
軸

＊

15.60

27.62

25.47

32.12

15.98

14.１０

１５．０３

２．０１

５．１０

０．３７

４．４１

１８．５３

５
９
８
４
１
４
７
９
４
５
０
７

翠
釣
調
妬
認
加
迦
２
７
６
６２

１
７
２
５
５
５
６

●
●
●
●
●
●
●

４
４
５
４
４
４
４

1708

3685

1289

９２

９６６

１８１

７２２

７
２
２
３
８
１
８
１
２
１
５
１

６
０
１
２
２
９
７
５
３
２
２

１
５
１
４
１
６
４
１
２
４
０
１
６

１
４
２

1723

3726

1294

９３

９７３

１８５

７４２

７
３
０
０
０
“
０
０
０
０
０
０

２
３ １
２
６

●
●

●

６
３
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０

１

１

５
０
２
２
７
７
塑
賜
必
皿
廻
旧

１
１
４
０
７
９
６
４
１
５
１
１
７
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
４
０
０
１
１
５
０
１
０
０
３

７
７
２
６

●
●
●
●

４
４
４
３

５７

１４

８２

２２９

田
叫
拠
珊

212 2.7 1.9

＊異物混入のため，影靭の大きいと思われるＰＨ，不溶性成分，降灰量を欠測値とした。
念＊１１ヵ月平均

表１７国民宿舎桜島荘

硫酸イオン 塩素イオン 硫黄
酸化物

唾/100cm2．
ｄａｙ

月

砺
諏
“
“
、
釣
弱
幻
艶
妬
記
師

２
３
３
４
２
１
１
１

８
６
５
５
２
０
２
２
２
５
８
７

弘
肥
⑲
６
皿
如
訂
哩
２
１
２
４２

１
１

０
９
１
６
６
０
１
４
８
３
０
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０

４
４
５
４
４
４
４
５
４
４
５
３

４
５
６
７
８
９
，
，
⑫
１
２
３
－
鞠

14.21

24.73

25.20

30.73

14.60

11.７２

１０．７７

１．８４

５．６５

１．７９

３．７０

１３．６６

９
４
１

●
●

●

５
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
１
１
２
３
１
５
０
７
８
０
０

１

１
４
１
１
３
１
１

６
０
４
３
５
５
１
６
８
１
５
１

５
３
１
１
２
６
５
５
２
２
１

１

１

１
１
５
１
３
４
４
２
５
３
１
２

１
１

２

０
６
０
６
５
４
６
４
７
７
０
９

６
４
０
６
１
０
９
２
２
１
３
４

３
０
２
２
４
３
１
２

１
１

９
８
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０

２
１
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４
５
６
７
８
９
ｍ
、
胆
１
２
３
｜
軸

表１８桜島病院

４
０
３
８
４
５
０
１
３
５
０
９

２
６
２
９
９
７
４
４
１
も
６
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ

７
４
１
９
２
１
９
１
６
１
４
３

１
２
３
２
１
１
１

不溶‘性
成分

ton/km2・
ｍｏｎｔｈ

蒸発
残渡

､g/、

降水量 可溶‘性
成分

tOn/km2・
month

硫黄
酸化物
､g/100cm2．
ｄａｙ

０．４０

０．６８

０．３０

０．１４

０．３３

１．２０

０．４９＊

０．４９＊

０．１４

０．１１

０．１９

１．６７

０．５１

硫酸イオン

元71-F耐
塩素イオン降灰量

to､/km2・
month

月 ＰＨ
０ tｏｎ/km2・

ｍｏｎｔｈ
Ing/０

ｍ、

Ing/、

９
４
４
５
４
８
０

●
●

◆

●

●
●
●

３
９
０
０
７
０
１
０
３
１
４
０

１

17.16

32.26

29.07

30.83

13.35

13.８５

１１．８４

１．２４

６．８０

２．１４

６．４８

１７．６０

６
３
７
２
１
９
０
８
７
１
３
２

塑
妬
型
“
四
四
Ⅳ
１
９
３
９
５２

９
３
８
３
０
７
２
１
１
３
６
５

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
５
４
４
４
３
４
４
５
４
４
３

-52181704111.7
11月に測定したため，２カ月分の平均とする，

1.7

表１９桜島荘（市）

表２０黒神中学校

硫酸イオン
月

竹下・前田・今吉・早水：鹿児島市および桜島の大気汚染(降灰)調査(第３報）

２４９２３３９１２８３２２３７１１６．２５．２

狸
泌
挫
哩
唖
唖
唖
加
師
犯
開
虹１

８
６
６
１
１
８
１
８
２
４
６
５

●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●

４
４
４
４
４
４
４
４
４
３
３
４

躯
必
卯
だ
“
肥
調
伽
瓢
、
測
焔

３
０
２
９
６
５
３
０
４
２
３

５
５
１
１

９
０
１
４
８
６
４
５
０
４
３
８

６
６
２
８
３
１
４
４
５
４
１

１
１
１
９
１

７
１
９
２
７
６
５
３
３
８
０
３

１
２
１
１
１
１
１

２
５
９
８
１
４
３
３
４
８
４
９

剥
船
羽
７
蛇
伍
別
釦
似
偲
錫
別

５
５
１
１

７
７
０
０
９
０
２
０
７
８
８
０

５
２
３
１
３
９
５

６
８
４
２
１
７
８
８
４
６
７
４

１

３
２
８
３
１

５
８
７
８
１
１
０
８
２
５
６
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
１
０
２
１
１
０
２
３
２
０

硫酸イオン

８
１
７
１
８
９
０
２
６
９
２
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

２
７
０
３
８
４
３
０
１
０
６
２

１
１

硫黄
酸化物

唾/100ｃｍ2．
ｄａｙ

０．２４

０．２０

０．４１

０．３９

０．１８

０．２８

０．１７

０．１０

０．１９

０．０５

０．２５

０．１８

月

３
２
３
６
２
１
７
８
９
８
１
９

記
碑
妬
拓
旭
妬
妬
１
ｍ
３
，
銘

１
７
０
６
５
５
４
３

●
●
●
●
●
●

●
●

７
０
３
０
３
１
０
０
０
０
７
０

３
４
４
４
１
１

０
５
４
９
７
０
２
８
４
７
２
９

１
１
２
２
４
２
１
１
２
５

２
１
７
６
１
２
４
０
０
９
４
９

●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●

４
４
３
３
４
４
４
５
４
３
３
３

伽
謁
汀
妬
髄
狸
釦
妬
和
髄
拠
妬

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
３
２
２
２
８
８
１
７
２
７
３

２
３
３
３
１
１
１
２

４
５
６
７
８
９
ｍ
、
吃
１
２
３

2093

4766

4031

5861

6605

2385

５３１

２１１

２６２

６３４

８７５

１９９

2081

4712

3945

5780

6538

2361

５１８

２１０

２５７

６３０

８４４

１９６

２
６
１
４
８
８
４
２
３
８
９
０

４
１
９
８
５
９
５
６
４
１
５
１

１
１
１
３
１
２

２
５
６
２
７
４
３
１
５
４
瓢
３

１
５
８
８
６
２
１

５
５
６
０
１
７
０
０
０
１
６
０

２
６
９
９
３
４
１
４

２
１
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表２２桜島６地点平均

表２１鹿児島市１４地点平均

状況と噴煙の流向を示す．

３．２降灰量

図２に表21から得られた鹿児島市14地点平均の月別

降灰量を昭和53.54年度の結果とともに，また図３に

は表１～表14から得られた鹿児島市14測定地点別の月

平均降灰量の年平均値を昭和53.54年度のデータとと

もに示す．

図２より，年平均降灰量において，昭和55年度は，

65ton/km2･monthと昭和53年度の238ton/km2･mon‐

ｔｈの27％に減少しているものの，昭和54年度の６７

ton/km2･monthとほとんど変わらず，また昭和55年

硫黄酸化物

､g/lOOcm2・
ｄａｙ

０．１９

０．２１

０．１５

０．１６

０．１６

０．１８

０．１２

０．１９

０．１７

０．１３

０．１４

０．１７

０．１６

月

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
吃
１
２
３
－
糊

＊
＊

１
２
９
９
４
７
７
５
８
７
２
４

３
３
２
６
１
０
９
１
９
３
７
７

２
４
４
４
２
２
１
２

２
１
５
３
１
４
１
２
５
５
６
２

５
１
２
４
６
５
２
２

１
３

８
３
１
２
３
５
２
１
７
３
２
５

１
１

１

釦
型
鎚
４
“
的
“
認
皿
７
９
６２

１
３ ７
２
２
１

●

●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
６
４
０
５
３
．
９
２
７
９
７
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
１
０
１
１
０
１
０
０
１

２２３ ５９ ６５ ０．１ １．０

鹿児島大学工学部研究報告第２３号（1981）

度は５月・４月・３月の３ヵ月を除いた他の月では，

昭和54年度よりも降灰量が少なく，比較的被害の少な

い１年であったと言える．しかし，昭和55年度５月の

市平均月別降灰量324ton/km2･monthは，昭和54年

度最高値の10月218ton/km2･monthの約1.5倍もあり，

月単位の短期間においては，むしろ昭和54年度よりも

被害が大きかったと言えよう．

図３より，昭和55年度の測定地点別年間平均降灰量

の大小関係は，昭和53年度と類似しており，中山農協

以南の地区の降灰量が例年のように少ない．また昭和

54年度を除き，昭和５３．５５年度と吉野中学校が鹿児島

2156

3535

1326

1125

1790

1137

６１７

201＊

２６２

４１５

２７７

２５８

靴
血
ｄ
副
皿
四
配
堅
“
縄
鎚
把
祁
品
位
妬

臓
剛
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

月

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
⑫
１
２
３
｜
物

８
１
６
９
１
５
９
２
０
５
１
９

型
狸
“
妬
加
加
岨
２
９
２
８
５２

１０９２

３
２
６
６
０
２
７
２
６
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表２３桜島の噴煙活動（昭和55年度）

者
９
日
・
副
冒
這
巨
ｇ
）
咽
崖
遺

5（

ｍ
Ｊ

Ａ＊は気象台の分類による４～７の大型噴煙
Ｂ*＊は同じく１～３の中型または小型噴煙

市14測定地点中最高値を示していることが判る．これ

は昭和53.55年度にＡ級噴煙が北西に一番多く流れた

ためである．北西に流れたＡ級噴煙回数の全Ａ級噴煙

回数に対する割合は,昭和53年度が全Ａ級噴煙回数104

回中21回の20.1％，昭和55年度は102回中20回の19.6

％，昭和54年度が１１３回中８回の7.08％であった．火

口から同じ方角にある測定地点で，降灰量に差がある

のは，火口からの距離によるものが多い．また伊敷中

学校，中山農協は，山などの地形的影響も少なからず

受けているようである．

一方桜島では表15～表２０．表22から描いた図４．図

５に示すような月別および測定地点別の降灰量であっ

た．図５によれば測定地点別年間平均降灰量の全島平

均値1107ton/km2･monthは,昭和54年度の1139ton／

km2･monthと比較するとほとんど変化なく，昭和５３

年度の２２１９ton/km2･monthの49.9％に当っていた．

昭和55年度降灰量が一番多かった測定地点は，火口よ

り東部の黒神中学校であり，年間平均で2371ton/km2

･monthの降灰に見舞われた．また表20より，５月～８

月の４ヵ月は約4000～6600ton/km2･monthの大量降

灰に見舞われ，図５の昭和55年度測定地点別年間平均

降灰量を昭和54年度の量と比較すると，年間平均2371

ton/km2･monthの黒神中学校が対54年度比188％で最

も大きく，いかに被害が大きかったかが判る．他の測

定地点では，桜島荘（市）が対54年度比47.3％で最も

小さく，これを除けば対54年度比82.5～110％であり，

妄昨
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昭和54年度年間平均降灰量とさほど差はなかった．南

部や東部が降灰量が多かったのに比べ，火口より西方
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量を記録しており，桜島においては，わりに被害の少

ない地区と言えよう．
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図４によれば，桜島の降灰量には周期性があり5)6》，

昭和53年５月から昭和54年１月までの９カ月間が全島

平均月間降灰量1000ton/km2・month以上の活動期で，

その間，降灰合計は25,210ton/km2に達し，昭和５４

年２月から同年８月までの７カ月間が月間降灰量1000

ton/km2･month以下の鎮静期である．昭和54年９月

より活動期となり，昭和55年１月，３月がやや少なか

ったものの同年９月までの13カ月間がふたたび活動期

となっており，この間の降灰量合計は22,686ton/km2

となっている．昭和55年10月よりは鎮静期に入ってい

ると言えよう．

昭和55年度の噴煙活動を表23よりみると，総噴煙回

数2,028回は昭和54年度の2,351回に対し，13.7％の減

少であり，また総Ａ級噴煙回数についてみると，昭和

55年度の102回は，昭和54年度の113回に対して9.7％

の減少であったが，昭和55年度鹿児島市および桜島全

島平均月別降灰量の年平均では，昭和54年度と比較す

るとほとんど差がないことが判る．

図４でも判るように，桜島の噴煙活動が活発であっ
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1.4

た昭和55年５月のＡ級噴煙回数は43回と，５５年度総Ａ

級噴煙回数の42.2％にも当たり，また種々の方角へ季

節風が吹いたため，広範囲において降灰の被害を受け

ており，国民宿舎桜島荘の1046ton/km2･monthを除

き，桜島荘（市）5065ton/km2･month，黒神中学校

4766ｔon/km2･month，高免小学校３７４３ｔon/km2・

桜島中学校3726ton/km2･month,桜島病院3092ton／

km2･monthと，いずれも桜島の６地点平均月別降灰

量の年平均1107ton/km2･monthの約2.8～4.6倍もの

大量降灰に見舞われた月もあった．また例年だと７月

・８月は南東の季節風が吹くのであるが，昭和55年度

は，冷夏の影響で西風の日が多く，そのため火口より

東方に位置する黒神中学校が７月5861ton/km2･mon‐

th，８月6605ton/km2･monthという驚くべき降灰量

に見舞われ，夏期に黒神地区の被害が大きかったこと

も昭和55年度の特徴である．

３．３可溶性成分・硫酸イオンおよび塩素イオン含

有率・ＰＨ

表22より求めた桜島における可溶性成分・硫酸イオ
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註昭和53年度の３月分は降灰量が200ton/km2・

month以下なので省略した．

図７桜島全島平均月別硫酸イオン含有率

一○一一昭和55年度

4．
Ｏ－－－ｏ－－‐Ｍ借

]尼

８１１鼎

一一○-一昭和55年度

---0--．昭和54年度

－－●－．昭和53年度

145

４
●
０

４
１
１
１
１
１

２
０
８
６

１

１

０
０

（
○
い
）
計
仲
伽
入
柄
》
牒
碧

●

ロ
■
０
《

４
如
如
伽
、
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‐
‐
‐
‐
‘

r>一Ｑ

ｂ ９Ｃ

変蝋，
４５６７８９１０１１１２１２３年

平
一 月均

註昭和53年度の３月分は降灰量が200ton/km2・

month以下なので省略した．

図８桜島全島平均月別塩素イオン含有率
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1:：

ン・塩素イオン降下量の降灰量に対する百分率（月別

の桜島全島平均値）をそれぞれ図６．図７．図８に示

す．図には比較のために昭和53.54年度のデータも一

緒に示した．

図６より，昭和55年度降灰の可溶性成分含有率年平

均値1.3％は,昭和54年度年平均値1.1％,昭和53年度年

平均値0.7％より高く，過去３年間をみる限りでは年

々増加してきている．月別では，昭和54年度６月の可

溶性成分含有率3.9％と異常なまでに高い値を示した

月はなかったが，昭和55年度は２月・１０月・６月・１２

月が高く，可溶性成分含有率が約2.2～2.8％を示した．

図７において，昭和55年度10月・１２月を除けば，可

溶性成分含有率の高かった月は，硫酸イオン含有率も

高い傾向を示し，昭和55年度２月は硫酸イオン含有率

1.26％で，昭和54年度３月1.34％，４月1.29％に次ぐ

高い値を示した．昭和55年度硫酸イオン含有率年平均

値0.47％は，昭和54年度年平均値0.41％，昭和53年度

年平均値0.21％より高く，過去３年間をみる限りでは，

硫酸イオン含有率が年々増加してきている．

図８の昭和55年度塩素イオン含有率年平均値0.24％

は，昭和54年度年平均値0.27％に比べ，若干減少して

いた．昭和55年度塩素イオン含有率は，３月1.18％が

最も高く，ついで２月0.73％，１０月0.57％，１２月0.56

％であった．可溶性成分中に硫酸イオン・塩素イオン

も含まれており，これらは農作物その他に大きな被害

を与えている．このため可溶性成分を多く含む降灰は

汚ない降灰であり，昭和55年度２月・１０月・６月・１２

月は極めて汚ない降灰に見舞われ，被害が大きかった

ことが判る．

ｐＨについて考察すると，鹿児島市14測定地点でpＨ

４以下を示したのが，昭和54年度168例中13回だった

のに対し，昭和55年度は166例中わずか１回しかなか

った．一方桜島６測定地点では，昭和54年度69例中２５

回であったのに対し，昭和55年度は71例中25回と，ほ

とんど変わらなかった．これは，昭和55年度は降水量

が鹿児島14地点月別平均の年平均で223mm/month，

桜島６地点月別平均の年平均で217mm/monthを示し，

昭和54年度のそれぞれ1.4倍，1.3倍と雨の多い１年間

であり，ＰＨ低下に影響をおよぼすと思われる硫黄酸

化物その他が，桜島噴火後，拡散する前に雨水ととも

に降下し，鹿児島14測定地点まで到達し得なかったた

めと考えられる．また到達したものも，降水量が多い

ため，その水素イオン濃度が希釈されたと思われる．

ｐＨに影響をおよぼすと思われる硫酸イオンの可溶性

成分に対する割合を年平均について算出すると，桜島

では昭和54年度39％，昭和55年度37％と，ほとんど変

わらないが，鹿児島市では昭和54年度28％であったの

O----O

％

0．
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度分析（桜島５月）

に対し，昭和55年度は1.6％しかなく，鹿児島市と桜

島では明らかな違いがあった．

３．４タール分

図９．図10にそれぞれ桜島昭和55年５月・８月降灰

のタール分分析結果を示す．降下タール分は，主とし

て大気中に浮遊する自動車廃気・重油燃焼廃ガス中に

含まれる有機成分が降灰に吸着されて降下したものと

考えられる．

図９（５月）と図1０（８月）の降灰中タール分(％）

を同じ測定地点において比較すると，黒神中学校を除

き，すべて８月の降灰中タール分（％）が高い値を示

した．これは図１１．図12の粒度分析より，８月の降灰

は５月のものに比べて小粒径成分が多く，このためタ

ール分吸着量が増加したことによると思われ，特に火

口からの距離が5.6kｍであり，降灰浮遊時間の長い

国民宿舎桜島荘（８月）の降灰中タール分(％)が0.127

％と他の同月５地点の約3.8～5.3倍と異常に高い値を

示した．国民宿舎桜島荘（８月）を除き，他の地点の

降灰中タール分（％）は0.023～0.041％であったが

降下タール分については，５月に4766ton/km2。

monthおよび5065ton/km2･monthの大量降灰に見

舞われた黒神中学校，桜島荘(市)がそれぞれ1.60ton／

km2･morth,1.43ton/km3･morthと高い値を示し，

８月6605ton/km2･monthの降灰量であった黒神中学

校が1.42ton/km2･monthを示し，全般的に降灰量が

多いと降下タール分も大きい値を示していた．

３．５粒度分析

降灰（不溶性成分）５月・８月分の粒度分布を，そ

れぞれ図１１．図12に示す．図には南岳火口からの距離

も示した．

図1１（５月）によると，桜島６測定地点中南岳火口

に最も近い桜島荘（市）は，粗い成分が多いことが判

り，他の５地点についても図1１（５月）は，全般的に

図1２（８月）より粗い成分が多かった．これを表23よ

り考察すると，８月はＡ級噴煙回数４回であったのに

対し，５月は43回であり，桜島の噴煙活動が活発であ

ったことと風力の違いによるものと考えられる．火口

からの距離が5.6kｍの国民宿舎桜島荘や5.2kｍの

高免小学校は，他の地点に比べるとやや粗い成分が少

なかった．

唖
つ
［

、
》
［

桜島中学校（5.0ｋｍ）

つマ
マ

マ
ト

国民宿舎桜島荘（5.6ｋｍ）

つ
ぬ
函

つ
つ
ぬ

高免小学校（5.2kｍ）4０

3０

2０

｣'二,-Hｌ 二三Un千「lh-r
1０

唖
つ
［

、
》
【

147

つ
い
画

つ
つ
ぬ

つマ
マ

マ
ト

桜島荘(市）（3.4km） 黒神中学校（5.1ｋｍ）桜島病院(4.1km）

Ｏ２

ｊ
川
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

1０

畠塁阜粒冨径尋i鯉)。



3０

鹿児島大学工学部研究報告第２３号（1981）

|：

148

時期および測定地点の違いによる差はほとんどなかっ

た．

５５年度試料を54年度試料と比較すると，５５年度試

料ではＦｅが最も多く，19,000～23,700ppmで降灰の

約2.0％も含んでおり，５４年度試料の17,000～18,500

ppmより若干大きい値を示した．つぎに多かったＭｎ

は130～160ppmで，５４年度試料と大体同じであった．

降灰中にはＦｅ,Ｍｎ,Ｐｂ,Ｃｕ等などが多く，Ｚｎ，Ｃｄ

が少なかった．特にＣｄは0.3ppm以下と極めて微量

しか含まれていなかった．また54年度試料のＰｂは最
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降灰の粒子径は爆発の規模，風向，風力，火口から

の距離によって大きく左右されていることが良く判る．

３．６重金属成分

表24に昭和55年８月定期採取分の黒神中学校の降灰

(55年度試料）について，表25～表27に昭和55年９月

定期採取桜島６測定地点の降灰（55年度試料）の不溶

性・可溶性成分（降水中）に含まれる６種の金属につ

いて分析した結果を示す．また比較のため，表28に鹿

大工学部で昭和54年８月，昭和53年８月に別途採取し

た降水に触れていない降灰一以下桜島（54年)，桜島

（53年）と表示する－と，定期採取の降水と共存し，

ろ過して得られた不溶性成分である鹿大工学部（54年

10月)，桜島荘（市）（54年９月）・黒神中学校（54年

９月）および昭和54年８月に採取した桜島の昭和溶岩

・大正溶岩について行った前報5)の金属分析結果を示

した．

表24～表27より，昭和55年度は不溶性金属成分含有

率が，桜島中学校９月定期でＺｎ30ppm，Ｐｂ95ppm，

国民宿舎桜島荘９月定期でＺｎ29ppm，Ｐｂ71ppmを

示し，他の試料のＺｎ6.0～8.0ppm，Ｐｂ6.0～27ppm

に比べやや高い値を示した．その他の金属では，採取

試料
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表２５不溶性・可溶性重金属成分分析結果
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Ｐｂ
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桜島（54年）

桜島（53年）

鹿大工学部(54年10月）
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昭和溶岩(54年８月）
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高でも18ppmと少なかったのに対し，５５年度試料では

桜島中学校９月定期95ppm，国民宿舎桜島荘９月定期

71ppmと高い値を示したものもあり，多少のマグマ組

成差があったようである．全般的に，５５年度試料は５４

年度試料に比べて，金属成分に大きな差はなかった．

３．７硫黄酸化物

表１～表22から鹿児島市および桜島の汚染度の大き

な数地区の結果を，その平均値とともに図１３．図14に

示した．

図13によれば，過去３年間を通して鹿児島市で最も

汚染度の高い南中学校では，年間平均値0.25mg/100

cm2．dayで，昭和54年度年間平均値0.28mg/100ｃｍ2．

dayより低かったものの，昭和53年度年間平均値０．２３

ｍｇ/100cm2.dayより高い値を示していた．また南中

学校が12月0.43mg/100ｃｍ2.dayと鹿児島市14測定地

点では過去に例がない高い値を示した．鹿児島市平均

では，時期的にみると５月・４月・１１月・９月が高い

値を示しており，ついで12月。３月が高い値であった．

これは53年度，５４年度の傾向と大体一致している．南

中学校，九州電力は交通量の非常に多い所であり，検

出される硫黄酸化物は自動車廃ガスによる影響が強い

と思われる．

二酸化鉛キャンドルに吸着される硫黄酸化物の量は，

自動車交通量のほかに，気温，湿度，風速にも大きく

影響される．

一方図14の桜島では，桜島年間平均値0.45ｍｇ/100

cm2.dayと，鹿児島市平均0.16mg/100cm2.dayの約

2.8倍とかなり高く，明らかに桜島火山活動によるも

のであることが判る．

昭和55年度は，桜島荘(市)が年平均で0.87mg/100

ｃｍ2.dayと最も汚染がひどく，昭和53年度に汚染がひ

どかった桜島病院の年平均0.75mg/100ｃｍ2.day，昭

和54年度桜島病院・桜島荘（市）の0.63ｍｇ/100ｃｍ2．

dayよりも高かった．

昭和55年度桜島荘(市）１月の2.89mg/100ｃｍ2.day，

12月の2.47mg/100cm2．dayは，昭和54年度５月桜島

病院で記録した2.42mg/100cm2.dayをしのぐ汚染状

態を示していた．硫黄酸化物の過去３ヵ年度測定では，

桜島荘（市）（有村）と桜島病院（野尻）が最も汚染

度が高く，年間平均値の４測定地点合計に対する桜島

荘（市）（有村）と桜島病院（野尻）年間平均値の合

計の占める割合は，昭和53年度82％’昭和54年度75％，

昭和55年度78％であり，いかに汚染度の高い地区であ

るかが判る．
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硫黄酸化物中の二酸化硫黄（亜硫酸ガス）は有毒で

あり，空気中に１ｐｐｍ以上含まれているとかなり汚染

されている．これら汚染度の高い地区では，早急の対

策が望まれる．

4．結 論

以上，昭和55年度の降灰・硫黄酸化物の調査結果を

要約すると，桜島および鹿児島市での各地区平均降灰

量は，昭和54年度とさほど変わらなかったが，降灰の

可溶性成分．硫酸イオン含有率が昭和53年度，５４年度

よりも高く，年々増加しており，汚ない降灰が多くな

ってきていることが判る．ｐＨについては，年間降水

量が増加したため，昭和54年度より高い傾向にあった．

また黒神中学校（黒神）では，夏期に多量の降灰に見

舞われ，年間平均で，昭和54年度の約1.9倍量もの降

灰であった．硫黄酸化物については，依然として有村，

野尻地区の汚染度が高く，早急の対策が切望される．

また昭和55年11月初旬桜島荘（市）（有村）で，直径

10～20ｍｍほどもある多数の火山篠に見舞われ，自動

車のフロントガラスを割る被害が出たことも，昭和５５

年度の特徴であった．
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